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｜．はじめに

神奈川県立生命の星 ・地球博物館は、「実物に触る喜

び、感動を大事にするJという館の基本方針を強く打ち

出し、視覚障害者の方々への利用も図ってきた（図 1）。

これは博物館の建設段階からバリアフリー精神が考慮さ

れ、ガラスケースや柵をできる限りなくし、展示台も低

くして、来館者により近づけた展示手法を採用すること

を基本にして設計されたことによるものである。

そして、博物館基本構想や設計中において展示案内を

「人対応」により計画を進めていた。しかし、 開館時の財

政事情により「人対応Jが困難となり、やむなく小さな

資料ラベルと解説の少ない展示のままオープンする運び

となった。そのため開館後、音声ガイドを制作して対応

し、展示を補完している。この音声ガイドはj貧困隆士館

長と女性アナウンサーとの対話型・質問形式になってお

り、親しみやすい上に理解しやすくできている。

展示室の利用にあたって、「展示物が来館者に近い状態

にある」「）｜｜貢路にとらわれない」という理由からか、「展

示をよく観るJ「自分の興味や関心のあるものをとくに観

る」という効果もみられているが、改善すべき箇所や課

題も多い。

『全国の博物館固における視覚障害者の対応に関する

アンケート調査結果報告』（奥野 1998）にも記述したが、

バリアフリーについては全国の博物館園においてもこれ

から整備されるところが多く、充分ではないにしろ様々

に試みられつつある。ところが、こうした博物館側の努

力や姿勢が盲学校及び視覚障害者の方々に伝わっていな

い事が多い。それは博物館側からの働きかけも弱かった

ことにもよるが、視覚障害者の方々の中には初めから

「博物館に行ってもしょうがない」と諦められていた感が

ある。また、必要最低限ではあるが、“展示”にバリアが

存在し、視覚障害者の方々をより遠ざけてしまったこと

も一因かもしれない。しかし、最近は情報機器が著しく

進歩し、インターネット等の情報提供・伝達手段も普及

して、博物館等にも容易にアクセスでき、より利用しや

すくなったと思われる。

そこで、さらに視覚障害者の方々に博物館の展示や活

動を理解して利用していただくか、盲学校と博物館との

連携を一層深めるためにはどうすべきかに焦点を絞り、

調査 ・研究に取り組み、 方策を見つけ出すことにした。

ここに紹介した全国の盲学校の博物館利用の現状が、

神奈川県立生命の星・地球博物館の方策を検討するだけ

のものではなく、 広く博物館の活動や盲学校等の学習の

一助になれば幸いである。

図1.神奈川県立生命の星・地球博物館の地

球展示の実物に触る。
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｜｜．調査・研究の目的

まず現在、盲学校がどのように博物館等を活用してい

るのか、その最新の状況把握が常に必要であると痛感し

ており、全国の盲学校へアンケート調査を実施した。

なお、本来は「視覚障害者」「晴眼者」というように分

けて考えるべきではなく、「視覚障害者に配慮する」こと

は、一般的思考として「すべての人に配慮されたもの」に

通ずる。しかし、ここではその対策の検討に重点をおい

たので、あえて「視覚障害者のために」という限定的な

表現や用語を用いている。

｜｜｜．アンケート調査の実施

『視覚障害者教育情報ガイド’95～＇99年版』に掲載さ

れている全国の盲学校70校の小学部、中学部、高等部（普

通科）に対して、「盲学校の博物館利用についてjのアン

ケート調査を 1998（平成10）年9月から 10月にかけて

実施した（図2）。盲学校70校のうち生徒がいない学部

を除き、表 1に掲げる回答が得られた。

なお、アンケート用紙の内容、項目の選択は、盲学校

が利用しやすい博物館の対応を考慮、し、盲学校の先生か

ら助言を得て、盲学校と博物館との関わりに視点をおい

て作成した。

IV.調査結果

1.全国の盲学校各学部の博物館利用の現状

全国の盲学校の博物館利用状況は、表2のとおりであ

る。小学部と高等部では半数が授業の一環で博物館を利

用しており、中学部においてはそれを上回る。各学部と

も修学旅行や遠足等で特別に利用することの方が多い。

そして、表3に示すとおり、小 ・中学部の授業での利

用は学芸員や職員の案内によるが、高等部での授業及び

修学旅行等では各学部とも案内によらず、自由

イドが展示への理解を助けている（図3）。また、このガ

イドはどこの場所でも聞くことができるため、学校へ

戻ってから再度授業に使いたい、あるいは自宅でゆっく

り聞きたい等の要望もあり、貸し出しを行った例もある。

なお、音声ガイド導入計画は、博物館建設時の展示設

計には無かったために、視覚障害者の方が一人で使うに

はいくつかの不便を生じた。そこで、ペアイヤフォンを

用意して晴眼者とともに使えるように配慮、し（図4）、誘

導 ・案内ボランティアの協力（図 5）も得ている。この

ボランティア活動により音声ガイド場所への誘導、説明

部分への案内が容易になり、視覚障害者の方々や盲学校

等の利用の便がさらにはかられている。

表6に示すとおり、これまで博物館を利用したことが

なかった学校からも今後の利用希望が多く、 減少の要素

は考えられないので、表 7以下の内容を重視したい。

まず、「展示室で展示物に触らせたい」という希望に

的確に応えるには充分な利用時間が必要になる。その際

表 l.盲学校へのアンケート調査数

小学部！中学部 ｜高等部

依頼数 ｜ 681 681 64 

回答数｜ 581 581 50 

回答率l85. 3% Iぉ3%I花.1%

表 2.盲学校の博物館利用状況

小学部（58) 中学部（58) 高等部（50)

授業
修旅遠学行足
授業 監修学 授業 修旅遠学行足の の の

一環 一環 一環

ある 2 9 3 0 3 1 3 4 2 5 2 8 

fJ. L、 2 9 2 8 2 7 2 4 2 5 2 2 

＊各学部の（ 〕内数字はアンケート対象数（以下同様）

表 3博物館の利用状況

小学部 中学部 高等部

授業 授業 授業
修童学~ の の の

一環 一環 一環

｜ 「あるIと回答した盲学校数 2 9 3 0 3 1 3 4 2 5 2 8 

に観て回ることが多い（表3一 1）。また、全

学部を通して授業で利用する場合は、学芸員等

から特別に話を聴くことがあるが、修学旅行や

遠足等では、予定コース時間の関係であろう

か、話を聴くことは少ない（表3-4）。

盲学校側は 「触れる展示物のある博物館jを

考慮しながら目的地を選択し、事前に下見や打

ち合わせを行っている（表3-2・5・6）。

学芸員や職員の案内で、展示を観た 1 9 l 0 l 7 9 I 0 I 0 

授業の一環で利用している盲学校の利用回数

は、表4のとおりで、在学中に一度は何らかの

形で博物館を利用していることがわかる。

表5は、盲学校が授業または修学旅行等で利

用したことがあると記載した博物館名である。

授業等では地域のあるいは岡県の施設を利用

し、修学旅行や遠足等では行先が決まった後、

周辺の目的にあった博物館を探す場合が多いと

のことである。

神奈川県立生命の星・地球博物館でも横浜市

立盲学校や神奈川県立平塚盲学校など県内の盲

学校が授業の一環で来館し、修学旅行や遠足等

では県内の盲学校に加えて遠く岩手県や福井県

の盲学校の利用がある。利用に当たって音声ガ

I 学芸員や職員の案内はなく、展示を観た

その他

展示室で展示物に触った

2 展示室には触れるものがなかった

その他

別室に触れる資料が用意されていて、触った

とくに触れる資料の用意はなかった
3 
その他

不明

学芸員や職員の方から、話を聞いた

4 とくに学芸員や職員の方からの話はなかった

その｛也

学校側として、事前に打ち合わせや下見をした

5 とくに事前の打ち合わせや下見は行なわなかった

その他

学校側として、博物館の利用を計画した

6 博物館側から利用を依頼された

その他

9 2 0 

。
2 5 2 6 

3 3 

1 3 9 

8 I 3 

2 2 

6 6 

I 9 I I 

7 I 7 

3 2 

I 9 2 2 

8 7 

2 

2 7 3 0 

2 。
。。

I 4 2 5 1 4 I 6 

。。 2 

2 5 2 8 I 9 1 9 

4 5 4 7 

2 2 2 

1 0 I 4 8 8 

I I l 6 I 0 1 7 

3 3 。
7 I 7 2 

2 I 1 3 I 5 9 

1 0 2 I 9 1 9 

。。 。
2 0 I 8 1 4 I 6 

I 0 l 4 I I I 2 

2 。。
2 9 3 3 2 2 2 8 

I 。
。2 。
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「盲学校事由博物館利用について」アンケート圃査のお闘い

神奈川県立生命白星・地E事情物館

お忙しいなか恐縮ですが、 0印またはご配入いただ書たくお聞い申しあげます。

貴学校名 学郁掌服数 学級生徒数；約 名

連絡先白電話番号 （）  ご肥入者白氏名

情物館由利用にあたって、次回 I～VI項目についてうかがいます。

I. 擾S障の一環で、生穫を情物館へ連れて行ったことがありますか。
I -I アある イない ウその他（

「ある」と蓄えられた方に問います。
I 2. それはどちらの博物館ですか。博物館名

I -3 どのような利用をされましたか。項目ごとにOをつけてください凶
「ア 宇芸員ゃ・買の案内で、展示を観た
①l イ 学芸員や職員の案内はなく、展示を観た
」ウーそ白他（ ） 

「 7 展示室で展示物に触った
②｜ イ 展示室には触れるものがなか勺た
」ウ その他（ 〉

「ア 別室に触れる質料が用意されていて、触った
③｜ （触勺た賓料名 〉
｜ イ．とくに触れる賓料の用意はなか勺た
」ウその他（ ） 

「ア 宇芸員や職員白方から、踏を聞いた

④！ イ．学芸員ゃ・置の方からの隠はとくになかった
」ウその他（ ） 

「ア 学校側として、事前に打ち合わせや下見をした
⑤｜ イ とくに事前の打ち合わせや下見は行なわなかった
」ウその他（ 〉

「ア 学校側として、博物館の利用を計画した
⑥｜ イ 樽物館側から利用を依頼された
」ウ その他 （ 〉

I -4.何回位利用されますか
ア。年に l回 イ年に2回位 ウたまたま エその他 （

Ill. 貴校と槽物館と闘わりをもっていますか。またはもったことがありますか。
m-1 7. ある イない ウその他（

「晶る」と害えられた方に伺います。
m 2.それはどちらの博物館ですか。博物館名

m a.それはどのようなことでしたか。
「ア 博惣館から貴校の侵量等を書観にう転たことがある。
① ｜ イ 貴校からのよびかけで、 侵章等を書観したことがある。
L ウその他（ ） 

「 ア 博物館から賓料 （替動博物館）を持って来たので、 買料に触った。
② ｜ （触った賢料名 ） 

｜ イ 博物館から質料 （移動博物館）を持って来たが、 買料には触れなかった
」ウモ白他（ ） 

「ア 貴校からのよびかけで、博物館質料を持って来てもらって買料に触った。

③ ｜ （触った賢料名 ） 
I イ 貴校から白よびかけで、博物館置軒を持って来てもらったが、買軒には
I 触れなかった。
」ウその他（ 〕

「ア 博物館から貴校へ、宇芸員が専門的な話をしに来たことがある。
④｜ イ 貴校からのよびかけで、宇伎で芋芸員が専門的な話をしたことがある。
」 ウモの他（ ） 

「ア 博物館から貴校へ、 樽物館の説明 （PR）に来たことがある。
⑤｜ イ 貴校からのよびかけで、 博物館の説明（PR）に来たことがある。
」 ウその他（ ） 

「ない』と菩えられた方に伺います。今後、樽物館から来て欲しいと思われますか。

m 4 7. 来てほしいと思わない
イ 来てほしいと思う → どのようなことで来て欲しいですか。
7 俊章等を審観に来て欲しい
イ 博物館賢料（移動博物館）を持って来て飲しい
ウ 樽物館町額要や展示町内容等を説明して欲しい

エ 芋芸員や蟻員白方から専門の話を聞かせて欲しい
オその他（ ） 

IV. 自然系博物館で貰出用教材を揃えるとしたらどのようなものを望まれますか。 （纏敏可）
ア化石 イ恐竜の化石 ウ恐竜等の縮小模型
エ傾石 オ岩石 カ鉱物標本
キ貝類標本 ク動物の剥担 ケ動物白骨格標本
コ動物の毛皮 サ見虫の（拡大）模型 シクフラやイルカの骨格標本
ス鳥の剥製 セ鳥の骨格標本 1 値物や木の実などの模型
タ動物や高などの鳴き声のテープ チ植物の匂いの出る装置

ツ 博物館の在字解説書や音声ガイド
テその他（ ） 

図2.アンケート調査用紙。

原図を45%に縮小しである。

「ないJと蓄えられた方に伺います。今後、利用したいと思われますか。
I -5 ア 利用1.,t.こくない
イ 利用したいと思う → どのような利用をお考えですか。
ア。生徒に展示室で展示物に触らせたい
イ 生徒に別室で特別な寅軒を触らせたい
ウ 生徒に学芸員や聴員白方から専門の話を聞かせたい
エ 博物館のいろいろな情報を得たい
オその他（ ） 

II. 修学旅行や遭足等で、特別に生徒を情物館へ連れて行ったことがありますか。
Il-1 アある イない ウその他（

「ある」と蓄えられた方に伺います。
n -2. それはどちらの博物館ですか。博物館名

Il-3 どのような利用をされましたか。項目ごとにOをつけてくださも、
「 ア 芋芸員や融員白軍内で、展示を眠た
① ｜ イ 芋芸員ゃ・且の案内はなく、展示を恨た
」 ウその他（ ） 

「ア 展示室で展示倒に触った
②｜ イ 展示室には触れるものがなかった
」ウその他（ ） 

「ア 別室に触れる質料が用意されていて、触った
③ ｜ （触った買料名 ） 
！ ィ とくに触れる賢料の用意はなかった
」 ウその他｛ ） 

「ア 学芸員や職員白方から、話を聞いた
④l イ 芋芸員や職員白方からの話はとくになかった
」 ウその他（ 〉

「ア 宇校制として、事前に打ち合わせや下見をした
⑤｜ イ とくに事前田打ち合わせや下見は行なわなかった
」 ウその他（ 〉

「ア 学校倒として、博物館の利用を計画した
⑥｜ イ 陣物館側から利用を依頼された
」 ウそ白他（ ） 

「ない」と害えられた方に伺います。今後、利用したいと層、われますか。
n-4. ア利用したくない
イ 利用したいと思う → どのような面で利用したいですか
7.生徒に展示室で展示物に触らせたい

イ 生徒に別重で特別な質料を触らせたい
ウ。生徒に学芸員や職員の方から専門の揺を聞かせたい
エ 博物館のいろいろな情報を得たい
オI その他（ ） 

v. 人文革御物館で貰出用教材を揃えるとしたらどのようなものを望みますか． （複量生可）
ア石器や土器など白考古賀軒 イ．嗣縛など白檀鹿賀料

ウ集’E品などの民俗資料 エ在類
オ兜や置などの置製質料 カ曙物館の点字解説書や音声ガイド
キその他（

VI. 傷物館等を利用するまた！;I利用を考える困層にどのような点在考慮されますか。 （植散可｝

ア 博物館への交通事、危険性が少ない鏑股であるか
イ 瞬噂用ブロック等が設置されているか

ウ スロープや階段等、施設内が安全であるか
エ 見芋順路がわかりやすいものになっているか
オ トイレやエレベー夕、レストラノ等の位置がわかりやすいものになっている

カ 触れる展示物や体験宇宙重専があるか
キ 展示が授章の内容にそくしているか
ク 展示物が生徒の興味や関心、の示すものであるか
ケ 触知恒等の案内や説明があるか
コ 点字解説書や音声ガイドが用意されているか
サ 触らせてもらえる質料を用意してくれるなど、特別に対応してくれるか
ン宇曹宣など、生桂が畢まれる場所が用意されているか

ス 博物館の利用料金等、配車されているか
セその他（ ） 

VI. 1噂物館へ聾望やご意見専がありましたら、自由にお書きくださL、今植の書宥にさせて
いただきます。

ご悔力ありがとうございました。甚だ勝手ですが、 I0月IO固までに同封の封筒にて、
ご田喜いただきたく、よろしくお願い申しあげます。

この件に関する問い合わせは、神奈川県立生命の星・地球博物館 奥野花代子
In 0 4 6 5 2 I I 5 I 5 FAX 0 4 6 5 2 3 -B 8 4 6 
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表4.授業の一環での利用状況
〈その他内訳〕

小学部（29) 中学部（31) 高等部（25)

年に l回 I I 8 8 

年に2四位 3 4 2 

たまたま 8 I 3 6 

その他 7 6 g 
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表8.博物館等との連携の有無

小学部csaJI中学部csaJI高等部（50)

る

一
い

あ

一
な

4
4
A
L－－

c
J
1
i
cu
η
J’
』

て

て

せ

じ
回
回
四
回
わ
回

応

1
3
1
1
合
l

に
に
に
に
に
に
に
期

要
年
年
年
年
元
年
定

必
数
l

3
隔

単

3
不

部

部

部

学

学

等

小

中

高

表5.盲学校が利用した博物館一覧、利用校数

利用した陣物館名 A B 

北海道開拓の村 。l
旭川市博物館 1 0 

江別市郷土資料館 1 0 

釧路市立樽物館 1 1 

市立函館博物館 1 0 

青森県立郷土館 1 0 

青森県営浅虫水族館 。l
棟方志功記念館 1 0 

ニ内丸山遺跡展市室 1 I 

岩手県立博物館 I 0 

盛岡市子ども科学館 I 0 

盛岡市手でみる惇物館 0 I 

宮沢賢治記念館 0 1 

八戸市陣物館 1 0 

仙台市樽物館 I 0 

仙台市科学館 0 1 

斉語報恩会自然史博物館 1 0 

秋田県立博物館 1 1 

山形県立博物館 1 0 

<,-1/M-1 ・茨滅県自然博物館 1 1 

栃木県立博物館 1 1 

群馬県立歴史博物館 1 0 

埼玉県立自然史博物館 1 1 

さいたま川の博物館 0 1 

千葉県立中央博物館 1 1 

千業県立房総のむら 1 I 

NH K放送博物館 0 1 

科学技術館 。l
交通博物館 2 2 

国立科学博物館 2 7 

たばこと塩の博物館 1 0 

電力館 1 0 

E匝R都江戸東京博物館 0 9 

東凧都高尾自然科学館 1 0 

文凧ふるさと歴史館 』 0

神奈川県立生命の星 ・地球博物館 2 4 

ンルク博物館 0 I 

平塚市博物館 I 0 

山梨県立考古博物館 I I 

長野市立博物館 1 0 

松本市立考古博物館 I 0 

松本市立樽物館 I 0 

表6利用希望の有無

A 綬業由一環での利用校教

B 修学旅行等での利用校数

利用 し た博物館名 A B 

上館市立水族博物館 0 1 

新潟市水族館マリ ンピ7日本海 I 0 

寓山市科学文化センター 1 I 

富山市民俗民芸村 I 0 

石川県立歴史博物館 1 1 

福井県立博物館 I 1 

福井市自然史博物館 1 0 

岐車県博物館 1 2 

岐阜市歴史博物館 1 0 

静岡市立登自陣物館 。l
東海大学人体科学怖物館 1 0 

浜松市楽器博物館 1 1 

名古屋市科学館 0 2 

名古屋市博物館 1 0 

豊橋市自然史縛物館 0 1 

二重県立博物館 1 0 

滋賀県立陶芸白書毎陶芸館 0 I 

滋賀県立琵琶湖縛物館 2 0 

大阪市立科学館 2 2 

大阪市立自然史博物館 1 2 

大阪府箕面公園昆虫館 0 1 

大阪府立弥生文化情物館 I 0 

国立民族学博物館 I I 

神戸海洋縛物館 I 0 

神戸市立青少年科学館 0 2 

神戸市立博物館 I 0 

兵雌県立人と自然の博物館 I 0 

奈良国立博物館 。l
和歌山県立自然博物館 I I 

大原美術館 0 I 

広島平和記念資料館 0 I 

徳島県立博物館 0 I 

高松市歴史資料館 1 0 

愛媛県立歴史民俗資料館 I 0 

訟山市立子規記念1事物館 I 0 

高知県立歴史民俗資料館 I 0 

北九州市立自然史問物館 1 0 

福岡県青少年科学館 。l
佐賀県立博物館 1 0 

熊本市立熊本博物館 I 1 

宮崎県立総合博物館 1 0 

鹿児島県立博物館 1 0 

小学部 中学部 高等部

授業 授業 都修学 授業 修運学賃の の の

一環 一環 一環

利な用いし盲た学こ校と数が 2 g 2 8 2 7 2 4 2 5 2 2 

今後利用したい 2 8 2 8 2 6 2 0 2 4 2 I 

利用したくない I 。 I 

表7利用内容（複数回答あり）

小学部 中学部 高等部

授の業 授の業 侵の業

一環 一環 一環

｜今後、利用したいと考えている盲学校教 2 8 2 8 2 6 2 0 2 4 2 1 

生徒に展示室で展示物に触らせたい 2 3 1 9 1 9 1 5 2 0 1 9 

生徒に学芸員や犠員の方から専門の話を聞かせたい I 7 I 7 I 2 1 0 1 7 1 4 

生徒に別室で特別な資料を触らせたい 1 0 9 5 6 日 I 0 

博物館のいろいろな情報を得たい 4 1 5 4 3 2 

その他 1 。 。。。
（その他は、 小 ・中学部とも「地元の博物館とのネットワークJ)

3 

5 5 5 I 

I 0 

4 0 

図3岩手県立盲学校高等部が神奈川県立生命の星・地球博物館

の「マンドラビラ煩石Jの展示の前で音声ガイ ドを聴きながら

資料に触る。

図4神奈川県立生命の星・地球博物館の音声ガイドのぺアイヤ

フォンを利用して展示を観る。

図5.神奈川県立生命の星・地球博物館の誘導・案内ボランティ

アによる誘導 ・案内。
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には、この間の来館者との調整をどのようにするかとい

う問題も生じてくる。盲学校側に立った配慮を考えるな

ら、展示物に沿った対応を考え、学芸員からの解説が加

わると、なお学習効果が高まる。

次に、盲学校と博物館との連携体制であるが、連携し

ているところは未だ少なく（表8）、盲学校へ来て欲しい

との要求もある（表9）。学校側は博物館の資料を生徒に

触らせ、学芸員等から専門の話を聴くことを望んでおり

（表10）、博物館側からの積極的な働きかけや対応を要望

している。

表11は、盲学校と博物館とが連携している所である。

主な内容は、定期的な博物館の利用、視覚障害者用展示

や展示コーナー設置への協力、点字解説書作成にあたっ

ての助言、職員等との意見や情報交換等である。なかで

も博物館から資料の貸し出しを受けて授業に使用する

ケース（図6）や学芸員等が授業に協力する場合が多い。

2.博物館の貸し出し用希望教材について

自然系博物館で揃えて欲しいという希望のあった貸し

出し用教材を表12に示した。小学部でとくに希望が多い

ものに「昆虫の（拡大）模型」があり、これは中学部や

高等部でも 2番目に希望しているものである。図7は、

神奈川県立平塚盲学校が独自に用意し、授業に使用して

いるものである。

中学部では「植物の匂いの出る装置」を第l番にあげ

ている。このような装置が展示室に設置さねている例に

は、神奈川県立生命の星 ・地球博物館（図8）や兵庫県

立人と自然の博物館（図9）、ミュージアムパーク ・茨城

県自然博物館などがある。

小・中学部においては「動物の骨格標本」より「動物

の剥製Jを、 「恐竜の化石」よりも「恐竜の縮小模型」を

望んでいる。

希望順位の低いもののなかでも他学部と比較して、小

学部では「化石」、中学部では 「鳥の骨格標本」の希望が

目立っている。図10は、神奈川県立平塚盲学校の 「鳥の

剥製標本Jを使つての授業風景である。

高等部では 「博物館の点字解説書や音声ガイド」を l

番にあげ、これは全学部を通して2番目となっている。

そして、「動物の剥製」が第3番目になっているにもかか

わらず、 「動物の毛皮」の希望が極めて低い。

各学部を通じて希望の多いものに、「動物や鳥などの

鳴き声のテープ」がある。展示室で鳴き声が聴かれる例

として、神奈川県立生命の星・地球博物館のジャンボ

ブック展示の中に「カエルの鳴き声当てクイズJがある。

此処は子どもたちに人気のあるコーナーである（図11）。

また、我孫子市鳥の博物館には「鳥の鳴き声」を聴くこ

とのできる展示がある（図 12）。

なお、 『さわる図鑑』（財団法人日本野鳥の会，1991)

として「庭や公園の野鳥』 『森や林の野鳥』の2巻が発刊

されており、触って鳥の形が認識でき、点字説明もあり、

カセットテープがセットされている（図 13）ロ

岩石や鉱物標本は、触っただけでは区別がしにくいせ

いか、全学部をとおして要望が少ない。そこで、神奈川

県立生命の星・地球博物館では、結品の形がわかりやす
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表 9.今後、博物館との連携希望について

目小学部（55)I中学部（51)I高等部（40)

来てほしい I 4sl 421 36 

来てほしくない

表 10.博物館との連携希望内容（複数回答あり）

小学部（48)I中学部＜42)I高等部（36〕

I専物館資料 （移動博物館）を持って来て欲しい

学芸員や職員四方から専門の話を聞かせて欲しし、

同物館の概要や展示の内容等を説明して欲しい

授聾等を参観に来て欲しい

日
一
日
一
B

日
一
日
一
日

日
一
川一

9

表 11.盲学校と博物館との連携状況
盲 学 校 名｜博 物 館 名

茨城県立盲学校 : :1-n11H・茨城県自然博物館
千葉県立千葉盲学校 ：千葉県立千葉中央樽物館

筑波大学附属盲学校 ：埼玉県立自然史偉物館

J東京都恩賜上野動物園
神奈川県立平塚盲学校 ！神奈川県立生命の星 ・地球博物館

曹 司． 4晶 4‘＋

：平塚市博物館

横浜市立盲学校 ：国立科学博物館

富山県立盲学校 ：北陸電力エネルギー科学館

滋賀県立盲学校 ：滋賀県立琵琶湖博物館

神戸市立盲学校 ：神戸市立博物館

和歌山県立和歌山盲学校 j和歌山県立自然博物館

鳥取県立鳥取盲学校 i鳥取県立博物館

図6神奈川県立平塚盲学校が平塚市博物館から 「動物の剥製」

の貸し出しを受けて授業に使用。

事惨
常 ＆

図7神奈川県立平塚盲学校が用いている動物や昆虫の学習教材。
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表12.自然系博物館で揃えて欲しい貸出用教材

（複数回答あり） O数字は希望順位
小学部（58) 中学部（58) 高等部（50)

昆虫の（拡大〉棋型 ① 3 9 ② 3 6 ② 3 1 

博物館の点字解説書や音声ガイド 3 2 ② 3 6 ① 3 4 

動物のfl］製 ② 3 8 ③ 3 5 ③ 2 7 

植物の匂いの出る装置 3 2 ① 3 9 ④ 2 6 

動物の骨格棟本 3 0 ④ 3 3 ③ 2 7 

動物や鳥などの鳴き声のテープ ④ 3 3 2 8 ③ 2 7 

恐竜等の縮小模型 ④ 3 3 2 5 ③ 2 7 

鳥のfl］製 ③ 3 4 2 6 2 4 

植物や木の実などの模型 2 4 2 1 2 4 

恐竜の化石 2 4 2 2 2 2 

化石 2 5 1 7 2 1 

クジラやイルカの骨格標本 2 0 2 0 2 0 

鳥の骨格棟本 1 6 2 4 1 8 

損石 1 6 I 7 I 9 

員類保本 1 8 1 3 1 5 

動物の毛皮 l 7 1 6 8 

鉱物標本 9 1 0 I 1 

岩石 9 7 9 

その他 4 。 2 

図8.神奈川県立生命の星・地球博物館のジャンボブッ

ク展示「植物図鑑」で用いている「花の香りの出る装

置」で展示物に合わせて設置。移動が可能である。

K. Okuno 

合計

1 0 6 

1 0 2 

1 0 0 

9 7 

9 0 

8 8 

8 5 

8 4 

6 9 

6 8 

6 3 

6 0 

5 8 

5 2 

4 6 

4 1 

3 0 

2 5 

6 

図10.神奈川県立平塚盲学校で鳥の剥製を使つての授業風景。

図11.神奈川県立生命の星・地球博物館のジャンボ

フ’ック展示「カエルの鳴き声当てクイズJ。

図9.兵庫県立人と自然の博物館の植物展示の匂いの出る装置。

図13. 『さわる図鑑』点字説明もつき、カセットテープがセッ

トされている。
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い水晶や方解石等の鉱物標本を準備している。合わせて

骨格標本や動物の毛皮、貝類標本、アンモナイトの化石

等の資料も学習用教材として収集に努めている。

その他、天文に関する触察資料や虫の声のテープなど

の希望が寄せられている。

表13は、人文系博物館での貸し出し用教材の希望であ

る。小・中学部が「鎧や兜J、高等部では 「銅鐸」などの

複製資料に要望が多い。その他として、民家や集落、墳

墓の模型、寝殿造や城、五重塔などの建築模型、農器具

の模型等の希望もある。図14は、堺市博物館の展示室に

ある「銅鐸」と「前方後円境」の触察模型（図 15）で、

点字説明も施されている。

なお、今回修学旅行等で利用の多かった東京都江戸東

京博物館には「手でみる展示コーナー」（図16）があり、

点字版の『博物館見学のしおり』も用意されている。

「博物館の点字解説書や音声ガイド」は自然系博物館と

同様、全学部を通じて希望が多いもので、博物館側とし

ても準備しやすいものであると思われるが、例えば、 l

冊の教科書を点字版にすると 12冊にもなり（図 17）、点

字による解説書の作成には工夫の必要性がでてくる。

希望順位は多少前後するが、自然系でも人文系博物館

でも、各学部が要望している資料は同様であり、全学部

が共通に使えるものでも良いと判断される。

表13.人文系博物館で揃えて欲しい貸出用教材

（複数回答あり） O数字は希望順位

小学部（58) 中学部（58) 高等部（50) 合計

兜や鎧なとの複製資料 ① 4 4 ① 3 5 ③ 3 2 11 1 

博物館の点字解説書や音声ガイド ③ 3 9 ① 3 5 ② 3 6 1 I 0 

石器や土器なとの考古資料 ② 4 0 ② 3 1 ③ 3 2 1 0 3 

銅鐸などの複製資料 3 I 2 3 ① 4 0 9 4 

藁製品などの民俗資料 2 8 2 7 2 5 8 0 

衣類 3 0 2 5 2 5 8 0 

その他 5 。 2 4 

図14.堺市博物館の「銅鐸」の展示。点字説明も施されている。

図15.堺市博物館の「前方後円墳」の触察模型。

点字説明もなされている。

図16.東京都江戸東京博物館の「手でみる展示コーナー」にあ

る「浮世絵」の触察資料。

図17.生物IBの教科書を点字にした場合の例、後方、 12冊分に

なる。
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表14.博物館を利用する際の考慮点（複数回答あり） O数字は順位

触れる展示物や体験学習室等があるか

触らせてもらえる資料を用意してくれるなと、特別に
対応してくれるか

展示物が生徒の興味や関心の示すものであるか

点字解説書や音声ガイドが用意されているか

スロープや階段等、施設内が安全であるか

触知板等の案内や説明があるか

博物館への交通等、危険性が少ない施設であるか

展示が授業の内容にそくしているか

博物館の利用料金等、配慮されているか

誘導用プロァク等が設置されているか

トイレやエレベー夕、レストラン等の位置がわかりや
すいものになっているか

見学順路がわかりやすいものになっているか

学習室など、生徒が集まれる場所が用意されているか

3.盲学校が博物館等を利用する際の考慮点

盲学校が博物館等を利用する際に考慮、している点を表

14に示した。この表から、とくに小学部が「展示が授業

にそくしているかどうかJを選択の対象としているのに

対し、高等部では授業との関連性にはそれほど重きをお

いていない。上位4番目までは全学部共通であり、あく

までも 「触れる展示物」があることが基本となる。

なお、盲学校の生徒の中には、知的あるいは身体障害

をあわせもつ生徒もおり、 受け入れる際には盲学校の先

生との充分な打合せが必要となる場合がある。

4.盲学校から博物館に対する意見・要望等

アンケート項目 VIIの博物館への要望等に、参考とな

る貴重な意見が寄せられたので紹介する。

なお、全学部共通事項が多いので、学部を分けずに原

文に近い状態で記載した。

〔触る展示・展示物、体験型展示等について〕

－貴重品はやむを得ないが、ガラス越しの展示は盲学校

の生徒にはないのも同然。触れる展示をお願いしたい。

( 7校）

－触察可能な展示物（複製品可）の増加を希望する。

(7校）

－博物館の展示や資料には、貴重なものが多くあって、ガ

ラスケースの中に陳列されているので、視覚障害児に

とって見ずらかったり、触りにくかったりする。実際

に手で触ることができたり、音ゃにおいを感じること

ができれば、印象深い （感動する）。 （6校）

－大きい展示物は全体像が理解しにくいので、縮小模型

を用意して欲しい。 そして実物もしくは実物大の模型

を自由に触れる環境が大切である。（2校）

・複製品の展示物でも本物に近い触感のあるものを用意

して欲しい。 （2校）

・いろいろな物にどのくらい触らせてもらえるのかが、

ポイント。展示物を触察できることが第一条件である。

(2校）

－触れるものを多く！（ガラスケースが多すぎる！ ）

小学部（58) 中学部（58〕 高等部（50) 合計

① 5 4 ① 5 2 ① 4 9 1 5 5 

② 5 0 ② 4 3 ② 4 3 1 3 6 

③ 4 2 ③ 4 0 ③ 3 5 1 1 1 

④ 3 3 ③ 3 1 ④ 3 4 1 0 4 

2 8 2 1 2 1 1 0 

2 3 2 4 1 8 6 5 

2 0 2 4 1 6 6 0 

2 8 1 6 9 5 3 

1 6 1 9 1 6 5 1 

1 2 I 8 1 4 4 4 

1 0 1 5 9 3 4 

9 1 1 1 3 3 3 

3 1 2 1 2 2 

－視覚障害者の生徒の中には動物に触れない子もおり、

鳴き声と動物の名称が一致しないことがある。剥製に

触る、鳴き声が聴かれる展示物があると良い。

－展示資料に触って良い、悪いをはっきりさせて欲しい。

・つり下げ型の展示物や突起物などが、ちょうど頭の高

さにあったりするので考慮して欲しい。

〔案内、音声ガイド、点字解説書等〕

・音声ガイドの用意と機器の増加を望む。（7校）

・音声による説明と実際に触れる展示物がたくさんあれ

ばよくわかる。（6校）

・点字解説書を用意して欲しい。（3校）

・館内に点字の案内板や展示物の側に点字の説明がある

と、より利用しやすい。（2校）

・学芸員の案内で展示をみると能率的な学習ができる 0

．ガイドツアーを充実して欲しい。

・博物館の点字解説書や音声ガイドがあると、事前また

は、当日利用する際に大変役立つ。

・点字の解説をもう少し読みやすく （例えば、点がつぶ

れていたり、点の大きさなど）、全ての展示資料に点字

の解説をつけて欲しい。

・館の簡単な構造（地図など）の説明（点字・拡大文字）

があれば事前学習に使えるので、用意して欲しい。

・誘導、案内をしてくれる職員や個人でもスムーズに利

用できるシステムをつく って欲しい。

・気軽に受けられる案内など、人的なケアが必要である。

〔弱視児 （者）への配慮〕

・弱視用に大きめの文字で書かれた表示や解説書などが

準備しであると助かる。（3校）

・照明が暗い博物館が多い。展示物保護のために必要な

のかもしれないが、弱視者の見学の時に明るくなるよ

うにすると、より見やすく観察力が向上する。（2校）

・展示物までの距離が遠い場合やガラス越しの場合、弱

視児にとっては見えにくいので、ビデオカメラ等で拡

大して画面に映し出して見れると良い。

・弱視用に展示物の高さ、照明、展示説明文字の大きさ

等に配慮して欲しい。



A questionaire survey for visually handicapped students on museum visiting 135 

〔体験学習、学習教材等〕

・博物館が視覚障害児のみならず、一般の子どもたちに

も親しみの持てる自らの能動的活動（触れる、匂いを

かぐ、体験する等）を通して、楽しみながら学習 ・体

験できる場所になって欲しい。（ 5校）

・実際にいろいろなことを体験する機会が少ないので、

体験できることも希望する。例えば、糸を紡ぐ、布を

織る、脱穀するなど。（ 5校）

・視覚障害者だから特別に触らせてもらうのでなく、ご

く自然に、晴眼者と同じような体験、感動が味わえる

ように工夫して欲しい。（3校）

・視覚に訴える展示や資料が一般的に多いので、体験学

習室や体験コーナ一等を設けて欲しい。（2校）

・発掘するとか、体験できる所があるとよい。（2校）

・教材として学校にないもの（複製品で可）を積極的に

触らせて欲しい。（2校）

・映像や写真など現象・事象を理解する上で言葉・文字

を補完する資料の絶対数が不足している。触察に適し

た縮小模型は形態を伝えられるし、毛皮などは触感が

伝えられる。貸出用学習教材も揃えて欲しい。（2校）

・視覚障害のあるなしにかかわらず、五感すべてで感じ

たり、体験したり、知ることのできる博物館を望む。

・全盲生徒のために可能な限り、触らせて欲しいし、着

たり、かぶったり、乗ったり、体験させて欲しい。

・複製資料や復元した建造物など、触ったり、体験した

り、実感を伴って理解できるように工夫して欲しい0

．昔の生活を理解させるための生活体験館や昔の道具、

乗り物などを備えて欲しい。

－科学実験室や字宙に関するコーナ一（プラネタリウム

を含む）など、いろいろな体験ができることを望む0

・学習活動で多くのものを触らせてもらうよりも、いく

つか絞ってじっくり触らせて欲しい。

－視覚障害の他に知的な遅れをあわせ持つ児童のための

学習活動に協力して欲しい。（例えば、展示しであるも

のの複製品を増やして、それに触らせたい）

・夏休みや土曜・日曜日等に博物館主催で子供たちに体

験主体のプログラムや学習活動等を実施して欲しい。

（例えば、親子で参加できる学習会や観察会等、参加費

は有料でも年聞を通して定期的に実施）

・博物館の利用あたって、現場の教師向けの学習プログ

ラムを作成して欲しい。

〔資料の貸し出し、移動博物館等〕

・視覚障害児（者）が，触察できる展示物の貸し出しが

できたら、利用率がアップされる。（3校）

・博物館まで行けない地域の学校に対して、移動博物館

の充実とその回数の増加を望む。（2校）

・いろいろな物を生徒に触らさせたいので、学校ごとに

教材を貸し出して欲しい。無理ならば、教育委員会が

ホールを借りてでもできないだろうか。

－学校からの要請があれば来校していただけるシステム

があればありがたい。

－講師として学校の授業に参加してもらえるとよい。

－博物館の学芸員等に資料を持って来てもらって授業を

していただくと、生徒は生き生きして学んでいる。

〔広報、情報提供等〕

・近くに利用したいと思う博物館がない。生徒が利用し

やすい、楽しめる博物館の情報が欲しい。（4校）

・博物館ニュース等が発行されているが、みな一般健常

者向きなので、盲学校の生徒にもわかるような優しい

点字版のものを作成して提供して欲しい。

・盲学校等に定期的に博物館のパンフレッ 卜や資料等を

配布して欲しい。

〔博物館に対して〕

．盲学校の生徒が利用しやすいように配慮して欲しい。

今後、生徒に博物館を積極的に利用させてやりたい。

(4校）

・障害者 ・健常者共に等しく利用できる思想にたった施

設がよい。障害者を特別視する必要はない。（2校）

・視覚障害者（特別な配慮の必要な人たちも）が1人で

気軽に出かける博物館であって欲しいし、行ける環境

をつくって欲しい。（2校）

・博物館の利用は大切なものだと考えているが、児童や

生徒を連れて行くとなると準備が必要で、博物館の利

用は難しいのが現状である。（2校）

・“行きやすしゾ“触れる”など楽しめる博物館が周囲に

無いのが残念。視覚障害者にも対応した博物館があれ

ば修学旅行の候補地として考えたい。（2校）

・学校行事での利用では引率者がいるので移動面で不自

由さは少ないが、視覚障害者が個人で利用可能となる

ような工夫が欲しい。

・児童・生徒が個人的にも利用できる博物館の配慮面を

もっとアピールして欲しい（学校でも、学校行事以外

でも利用するよう指導したい）。

・盲学校の生徒が博物館を利用する際に、必ず聞くこと

は触れるかどうか、視覚障害があってもわかるかどう

かである。何らかの方法で直接感じるものが欲しい。

・従来のガラス越しに見る展示だけではなく、体験した

り、製作したり、実際に触ることのできる、よりアク

ティブな博物館を希望する。

・視覚障害児にとっては「触ること」が観ること。また

「聴くことJも観ることにつながる。しかし、貴重な展

示物のため、ほとんどが 「触ってはいけませんJとい

うマナーが優先され、博物館の利用を遠慮しているの

が現状。触ってみること、学芸員の丁寧な説明があれ

ば子供たちと積極的に博物館を利用したいと思う。

－視覚障害者は、視覚以外の残存機能をフルに活用して、

知識を得、理解を深めている。この優れた機能を有効

に活用するための配慮をして欲しい。

・学習内容に即して適時に利用するとなると、盲学校と

博物館とが遠すぎる。複製などを多く準備して自由に

触察できる施設を各地域に増やして欲しい。

・全国の博物館の間で巡回展示等を行い、 地方でも実物

に触る機会を増やして欲しい。

・広すぎる展示室もよくなく、コンパク卜な展示室を要

望する。

－博物館や美術館を利用したいと思っているが交通の便

が悪い。公共交通機関が協力してくれて、博物館へ行

く臨時パス等が運行されると良い。
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〔学芸員、職員等に対して〕

－学芸員から専門の話、かつ、子どもが興味をもっ話を

聞かせてもらいたい。（2校）

・博物館の専門の職員の方の解説が小学生には難しすぎ

て分かりにくかったので、子供向けの解説のしかたを

研究して欲しい。

－説明のしかたや触察のさせ方など、職員の方々が障害

者について理解、学習することがまず第一。 不適切な

対応にいらいらさせられることもしばしばある。

〔その他〕

・滋賀県立琵琶湖博物館を教員で見学したことがあるが、

化石に触ったり、地下の温度を感じたり、視覚障害者

の子どもにも十分楽しめる場所だ、った。このような博

物館が増えて欲しい。

・トヨタ自動車関連の博物館へ社会見学で行ったが、盲

学校の生徒のために配慮してくれた。一般企業でも努

力しているのだから、公立博物館でも障害者全般に配

慮が必要である。

－水族館の利用方法には多くの課題があるので、温水

プール等での体験（触れ合い）コーナーがあると良い。

y I.おわりに

「触ること」は「観ること」、また、「聴く」ことも「観

る」ことにつながる。「触るもの」がなければ盲学校の生

徒にとっては「なしりのも同然、と言う先生からの意見

は、博物館に対する基本的な要求であり、博物館側はで

きる限り「触れるものJを用意することが求められてい

る。それも「特別Jにではなく、「普通Jに、 一般来館者

と同水準で利用できることが望まれる。

今回、アンケート調査とともに全国の盲学校への博物

館活動の発信は、盲学校等に博物館を一層理解していた

だくきっかけになったと思われる。そして、この調査結

果や寄せられた多くのご意見・要望は、博物館側にとっ

て対策や対応を検討するうえの貴重な資料となり、今後、

博物館と盲学校等との連携体制を整え、深めていくうえ

の一つの方向性が示せたと考える。

神奈川県立生命の星・地球博物館では、1998（平成IO)

年を「ユニバーサル化元年Jに位置づけ、これからの新

しい“ユニバーサル・ミュージアム”を目指している。

筆者自身もさらにこの研究を拡充させ、全ての人に優

しい博物館となるよう努力し、それに向けた活動に取り

組んでいる。具体例として、盲学校の先生方との座談会

や視覚障害者の方々との交流会の開催、誘導・案内ボラ

ンティア活動の体制づくり、貸出用教材の準備や活動プ

ログラムの開発、提供である。また、 1999（平成11）年

3月の導入に向けて、赤外線と電波を使った誘導・案内

システムの開発を計画している。

本調査は「すべての人にやさしい博物館をめざして、

五感を使った展示、学習教材等の開発に関する実態調査

とその研究ーバリアフリー計画一」という課題で、日本

科学協会から前年度継続研究として1998（平成IO）年度

笹川科学研究助成を受け、その研究の一環で実施した。

併せて、文部省科学研究費萌芽的研究「視覚障害者の

ための博物館における学習活動の展開と学習教材の開発

に関する調査研究J1998～2000 （平成10～12）年度（研

究代表者・奥野花代子）の基礎資料とするものである。

また、現在、神奈川県立生命の星・地球博物館が文部

省の委嘱を受けて実施している 「南関東地域科学系博物

館ネットワーク推進事業J1997～1999 （平成9～11）年

度の一つ「誰にもやさしい（バリアフリー）博物館活動J

事業の一資料とする。

アンケート調査を実施するにあたり、全国の盲学校の

先生方にはお忙しいなか、ご協力いただき、厚くお礼申

しあげる。

本稿をまとめるあたり、筑波大学附属盲学校の教諭で

もあり、筑波大学の鳥山由子助教授、神奈川県立平塚盲

学校の小川正裕教諭にご指導、ご協力を賜った。また、N

H Kの視覚障害者番組を担当している高山久美子フリー

アナウンサーからも情報を提供していただ、いた。そして、

博物館ボランティアの横溝吉香さんにもアンケート調査

の集計・整理に協力していただいた。末筆ながら記して

感謝の意を表したい。
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